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みんなで築く
　みんなの福祉
　　みんなの未

（あした）

来

スローガン

　平成26年度

岡谷市社会福祉大会 開催
　8月 2日（土）カノラホールに於いて「みんな
で築く、みんなの福祉、みんなの未来（あした）」
を主テーマに、岡谷市社会福祉大会が開催され、
約 500 人のみなさんに参加していただきました。
　式典では、長年にわたり社会福祉事業に貢献さ
れた方々に表彰状が、多額の寄付金・遺志金・義
援金をご寄付いただいた方々には感謝状が贈呈さ
れました。

　幕間では、「岡谷たちばな幼稚園」のみなさんが、
小さな手をいっぱいに使った手話の歌を披露して
くださいました。
　また、ホワイエでは、「希望の里つばさ」「エコ
ファおかや」「ひだまりの家」のみなさんに、日
頃製作している作品等の販売を行っていただきま
した。ご協力いただいたみなさん、ありがとうご
ざいました。

　講演会では、老前整理コンサルタント、株式会
社くらしかる代表の坂岡洋子先生をお招きし、
「～心も軽く、暮らしも軽く～老前整理」と題し
ご講演いただきました。
　地域や社会の中でいきいきと暮らすために、物
や思いに囚われない自分らしい生き方について考
えていただくきっかけとなったようで、「早速、
老前整理をしてみたい。」と言う感想もいただき
ました。

◆市民憲章唱和
　岡谷西部中学校３年生の
小松里保さんの前文朗読に
続き、参加者全員で市民憲
章唱和を行いました。

◆岡谷市共同募金委員会会長表彰
　共同募金に多額のご寄付をいただいた方々を代表して、
岡谷市仏教婦人連合会様に、東日本大震災等へ多額の義援
金をご寄付いただいた方々を代表して、美よう室湖畔様に
壇上でお受けいただきました。
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　「岡谷おはなしの会」花岡貴子さ
んに朗読をしていただきました。
　会場のみなさんの拍手により、
平成 26 年度の実践申し合わせ事項
として確認されました。

　年少から年長さんまで、17 名のみなさんが「チューリップ」「さんぽ」の 2曲を手話で披露してくれ
ました。
　友達同士や先生と一生懸命練習してくれた成果が発揮され、会場からもたくさんの拍手をいただきま
した。たちばな幼稚園のみなさん、ありがとうございました。
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福祉事業に貢献された個人・団体に表彰状・感謝状（敬称略）

平成 26年度　岡谷市社会福祉大会実践申し合わせ事項
・�市民総参加で、みんなが安心して暮らせる福祉のまちづくりに努めま
しょう。
・�誰もがいきがいをもって、気軽に参加できるボランティア活動の輪を
拡げましょう。
・�心も軽く、暮らしも軽く。健康で明るく、地域でいきいきと過ごしま
しょう。
・�地域の防災・災害時救援組織づくりを進め、普段から支え合い、助け
合いの地域づくりを推進しましょう。
・�学校、地域等が協働して社会全体で子育て支援を推進しましょう。
・�思いやりの心を育てる福祉教育を推進しましょう。
・�共同募金運動に協力し、助け合いの輪を拡げましょう。
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～
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軽
く
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暮
ら
し
も
軽
く
～

�

老
前
整
理
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講
師
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整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
　
　

坂
岡
　
洋
子
　

氏

　
大
阪
府
出
身
の
坂
岡
洋
子
先
生
は
、
在
宅
介
護
の
現
場

で
、
も
の
が
多
す
ぎ
る
こ
と
を
実
感
し
、
頭
と
物
を
整
理

す
る
「
老
前
整
理
」
を
提
唱
し
、
中
高
年
の
暮
ら
し
を
軽

く
す
る
「
株
式
会
社
く
ら
し
か
る
」
を
設
立
し
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
演
内
容
の
要
約
で
す
。

・ 

住
宅
改
修
で
、
せ
っ
か
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
手
す

り
を
付
け
た
が
物
が
置
い
て
あ
っ
て
使
え
な
い
。
車
イ

ス
も
段
ボ
ー
ル
な
ど
物
が
廊
下
に
置
い
て
あ
っ
て
通
れ

な
い
。
こ
れ
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
以
前
に
、
物
が
多
過
ぎ

る
こ
と
が
問
題
で
、介
護
す
る
者
、さ
れ
る
者
に
と
っ
て
、

逆
に
物
が
バ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る

に
は
、
介
護
に
な
る
前
に
、
老
い
る
前
に
物
を
減
ら
す

こ
と
が
今
後
の
暮
ら
し
を
楽
に
す
る
。
こ
れ
が
老
前
整

理
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・ 

老
前
整
理
に
は
、
気
力
・
体
力
・
判
断
力
が
必
要
で
、
こ

れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
は
何
か
を
考
え
な
が

ら
物
の
整
理
を
し
て
い
く
こ
と
。
生
前
整
理
・
遺
品
整

理
は
財
産
の
継
承
で
残
さ
れ
た
家
族
の
問
題
で
あ
り
、
老

前
整
理
は
、
ご
自
身
の
問
題
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

安
全
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

・ 

メ
リ
ッ
ト
は
、
掃
除
が
楽
に
な
り
、
も
の
を
探
す
時
間

が
減
る
。「
片
付
け
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
な
く
な
り
、
ど
う
す
る
か
家
族
で
話
し
合
う

の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
無
駄
な
も
の
は

買
わ
な
く
な
る
。

・ 

片
付
か
な
い
原
因
は
、
片
付
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。
い

つ
か
や
ろ
う
と
先
延
ば
し
に
す
る
。「
捨
て
た
ら
も
っ
た

い
な
い
。」「
い
つ
か
使
う
か
も
」
と
大
事
に
し
ま
っ
て

お
く
な
ど
で
、
も
の
は
意
識
し
な
い
と
減
ら
な
い
。
増

や
す
よ
り
減
ら
す
方
が
難
し
く
、
早
い
う
ち
に
や
る
方

が
楽
で
あ
る
。

・ 

片
付
け
の
計
画
・
目
標
を
持
つ
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
い
つ

ま
で
に
」
と
い
う
こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
大
事
。
一
日

何
個
、
一
日
何
分
と
か
、
少
し
ず
つ
無
理
の
な
い
よ
う

余
裕
を
持
っ
て
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・ 

捨
て
る
に
は
ル
ー
ル
と
勇
気
が
必
要
。
役
に
立
っ
て
い

る
も
の
、
思
い
入
れ
の
あ
る
も
の
は
捨
て
な
い
。
役
に

も
立
っ
て
お
ら
ず
、
思
い
入
れ
の
な
い
も
の
は
捨
て
る
。

何
年
も
着
て
い
な
い
服
や
使
っ
て
い
な
い
も
の
は
捨
て

る
な
ど
、
整
理
に
か
か
る
前
に
自
分
な
り
の
仕
分
け
の

基
準
を
決
め
て
お
く
。
必
要
な
も
の
を
キ
チ
ン
と
使
う

た
め
に
減
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

・ 

老
前
整
理
の
鉄
則
は
、
一
度
に
片
付
け
よ
う
と
し
な
い

こ
と
。
最
初
か
ら
完
璧
を
目
指
さ
な
い
。
家
族
の
も
の

に
は
勝
手
に
手
を
出
さ
な
い
で
自
分
の
も
の
を
片
付
け

る
。
事
前
に
収
納
用
具
は
購
入
し
な
い
。（
収
納
用
具
に

入
れ
て
も
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
。）

・ 

片
付
け
は
楽
し
く
な
く
孤
独
な
作
業
な
の
で
、
一
つ
片

付
く
ご
と
に
自
分
に
ご
褒
美
を
用
意
す
る
と
か
、
カ
レ

ン
ダ
ー
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
目
に
見
え
る
化
す
る
と
、

続
き
や
す
く
な
る
。

・ 

目
の
前
の
少
し
ず
つ
の
片
付
け
を
、
無
理
を
せ
ず
続
け

る
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
し
て
、
ご
自
身
が
気
持
ち
よ
く
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
。
老
前
整
理
は
、
自
分
自
身
を
大

切
に
す
る
こ
と
。
身
の
周
り
の
環
境
を
整
え
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ぜ
ひ
始

め
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
決
意
と
は
、「
将
来
の
生
き
方
を
、
今
、
選
択
す
る
。」

と
い
う
こ
と
で
、
本
日
の
ご
縁
が
、
皆
さ
ん
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

講
演
内
容
要
約

福祉機器リサイクル事業
　ご家庭で不要になった福祉機器の情報を必要な方へ提供
し、役立てていただく事業です。
・�交渉、物品のやり取りは当人同士で行っていただきます。
・�市社協への物品登録期間は３カ月間とし、その間物品は
自己管理となります。

差しあげます

★No. 41：ポータブルトイレ
★状　態：プラスチック製　ひじ掛け付
　　　　　3 年前に購入（新品同様）

問合せ 　岡谷市社会福祉協議会
電話 24 － 2121　FAX 24 － 3555


